
SR
NEW

SR 取扱説明書

AUTO TURN TABLE
■対象機種

＜ CMS001OML2＞

SR-W500E-LA.LB
SR-W500E-SA.SB
SR-W1000E-LA.LB
SR-W1000E-SA.SB
 1.　使用上のご注意
 2.   各部の名称
 3.　付属品の確認
 4.　組立と設置
 5.　電気の接続
 6.　運転と操作
 7.　機能説明
 8.　インバータについて
 9.　電気回路
10.  外形図と仕様
11.  トラブルシュート
12.   保守と点検
13.   保証とアフターサービス
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４.組立と設置
③テンションレバー・固定ガイドレバー・テーブルガイドセットのセッティング

・テンションレバーのセッティング
ؙ下図のようにテンションレバーが異常停止
ؙ位置に倒れた時、材料またはキャリア
ؙ（テーブルガード・テーブルガイド）
ؙと干渉しないことを確認してください。
ؙテンションレバーが材料等と干渉すると
ؙ異常停止せず重大な事故の原因となります。
ؙ確認後、テンションレバーを正常停止位置
ؙに戻してエアーを接続してください。
ؙ

ؙ
ؙ

●材料搭載時、落下・手を挟まないよう注意してく
ؙださい。

イゲタローラーAssyb回転調整

テンションボックス

固定ガイド回転調整

テーブルガイド

異常停止 正常停止

・固定ガイドレバーのセッティング
ؙガイド取付金具にテーブルと干渉しない
ؙよう加工機材料投入口に合わせて固定し
ؙてください。

・テーブルガイドؙؙのセッティング
ؙテーブルに材料を偏芯しないように置き、
ؙ材料内径をガイドするようテーブルパイプ
ؙを固定してください。

ؙ
ؙ

イゲタローラー
Assyb回転調整

※1

※1 Bタイプ束材仕様の場合

テーブルガード

※1 Bタイプ束材仕様の場合

※1 Bタイプ束材仕様の場合

ガイド取付金具

※1
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７.機能説明

＜１５＞

●運転モード

「オート/マニュアル選択スイッチ」をMANUAL側にすれば、マニュアル運転となります。
速度設定は、スイッチ上の「マニュアル速度設定ボリューム」で設定します。
マニュアル運転は、テンションレバーを引っ張るとレバーの倒れ角度に関係なく設定回転数でテーブルが回転します。
速度変化の少ない運転条件、一定速度で材料を供給する場合に適しています。

■マニュアル運転

正常停止位置(０°) 異常停止位置(６０°)

設定回転数

レバーの倒れ角に関係なく設定回転数で回転

テンションレバー位置(倒れ角度)→

*1
←加速時間→

*1
←減速時間→

テーブル回転

「オート/マニュアル選択スイッチ」をAUTO側にすれば、オート運転となります。
オート運転は、テンションレバーの倒れ角度に比例してテーブルの回転数が変化します。
異常停止位置前が、最高回転数(70rpm)となります。
速度変化の激しい運転条件、内外径の差が大きい材料の供給に適しています。

運転モードは、テンションレバーの振り角度に比例して回転するオート運転とレバーの位置に関係なく一定の
回転で運転するマニュアル運転があります。

■オート運転

正常停止位置(０°) 異常停止位置(６０°)

*1
最高回転数

テンションレバー位置(倒れ角度)→

テーブル回転

●*1最高回転数・加速時間・減速時間の調整は、インバータで調整・変更は可能ですが、特殊な運転条件以外は
ؙ変更しないで下さい。
ؙ設定変更は、操作の教育・トレーニングを習得された人材に限られます。他の人材による操作は、重大な事故
ؙの原因となります。

異常停止 正常停止

テンションレバー

レバーの倒れ角度に比例して回転数が上がる

テンションレバー

異常停止 正常停止





８.インバータについて

＜１７＞

●インバータの設定は変更しないで下さい。誤動作・故障・事故の原因になります。
●インバータエラートリップ停止時、
ؙエラー内容を確認し、インバータマニュアルを参照の上、各エラーに対処すること。
ؙ特にオーバーロード発生時は、配線・モーターの温度に異常がないか確認すること。火災・怪我のおそれがあります。

警告

運転キー
使用しません。

停止キー

アップダウンキーファンクションキー
表示部運転状態のモニタ切替に使用

プログラムキー

デジタル表示部
表示動作は、
停止時は「点滅」、運転中は「点灯」します。
運転中ファンクションキーにより出力周波数、
出力電流・出力電圧を表示。
エラートリップ時は、エラーコードで表示
します。

●インバータ表示部の説明

使用しません。

使用しません。

使用しません。

W500

W1000

機ؙ能
コード

F00

F01

F02

F03

F04

F07

F08

F09

F10

F11

F12

F14

名ؙ称 出ؙ荷
設定値

データ保護

周波数設定

運転・操作

最高周波数

基底周波数

加速時間

減速時間

トルクブースト

電子サーマル（特性選択）

電子サーマル（動作レベル）

電子サーマル（熱時定数）

瞬時停電再始動（動作選択）

1

1

1

60

60

３

3

初期設定値

1

3.6

1

機ؙ能
コード

F20

F21

F22

F26

名ؙ称 出ؙ荷
設定値

直流制動（レベル設定）

直流制動（時間）

直流制動開始周波数

モーター音（キャリア周波数）

4

15

1

15

F37 自動トルクブースト 2

●インバータ表示部の説明

機ؙ種

6.1

5.0





10.外形図と仕様

＜１９＞
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■フラットテーブル(A型)キャリア材仕様 ■ガード付テーブル(B型)コイル・束材仕様
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本体:ブルーؙؙؙテーブル:アイボリー

SR-W500E-SA SR-W500E-LA
SR-W500E-SB

SR-W1000E-SA
SR-W1000E-SB

SR-W1000E-LA
SR-W1000E-LB

3P 200～230V AC

mm

A

B

C
D
E
F

電ؙؙ     圧 （V）
最 大 積 載 重 量 （ k g ）
テーブル回転数（r.p.m）
モ ー タ ー 容 量 （ K w ）

製ؙ品ؙ重ؙ量（Kg）

標ؙ   準ؙ   色

最 大 適 用 線 径 （ m m ）

270 290 385

型ؙؙ式
SR-W500E-LB

0～40






